
監
督
の
玉
川
先
生
は
次
の
よ
う
に

仰
っ
て
い
る
。
「
１
日
目
は
気
温
が

高
く
難
し
い
雪
質
で
上
位
入
賞
は
難

し
か
っ
た
。

２
日
目
は
石
水
ほ
た
る
さ
ん
が
高

校
で
の
初
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
、
吉
澤

桃
華
さ
ん
も
２
日
連
続
の
入
賞
と
な
っ

た
。
男
子
で
は
山
田
悠
貴
く
ん
が
２

本
目
に
２
番
タ
イ
ム
で
順
位
を
上
げ
、

技
術
選
と
の
二
刀
流
の
田
村
翔
太
郎

く
ん
も
ア
ル
ペ
ン
の
全
国
大
会
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
。

３
日
目
の
Ｓ
Ｌ
は
強
風
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
。
」

山
田
悠
貴
く
ん
の
Ｇ
Ｓ
２
本
目
は

緩
斜
面
で
も
攻
め
て
好
タ
イ
ム
に
繋

が
っ
た
。
鈴
木
瑛
太
く
ん
は
上
部
で

内
倒
し
て
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
た
と
振

り
返
っ
て
い
た
。
基
礎
ス
キ
ー
と
ア

ル
ペ
ン
の
二
刀
流
の
田
村
翔
太
郎
く

ん
は
「
ア
ル
ペ
ン
の
練
習
成
果
が
出

て
い
る
。
バ
ー
ン
が
荒
れ
て
い
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ

て
い
る
。

今
後
は
全
日
本
選
手
権
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

の
大
会
へ
と
参
戦
が
続
く
。
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全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
（
旭
川
）２日目ＧＳ

吉澤桃華さん 石水ほたるさん 山田悠貴くん

６位 優勝 ９位

１日目スーパーＧＳ

吉澤桃華さん 鈴木瑛太くん 石水ほたるさん

10位 ９位 ７位

全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
が
旭
川
で
開
催
さ
れ
、
１
・
２
年
生
が
出
場
し
た
。

１
日
目
の
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｓ
で
は
女
子
は
石
水
ほ
た
る
さ
ん
（
１-

２
）
が
７
位
、
吉

澤
桃
華
さ
ん
（
１-

２
）
が
10
位
に
、
男
子
は
鈴
木
瑛
太
く
ん
（
２-

４
）
が
９
位

に
入
賞
し
た
。
２
日
目
の
Ｇ
Ｓ
で
は
女
子
で
石
水
ほ
た
る
さ
ん
が
優
勝
、
吉
澤
桃

華
さ
ん
が
６
位
に
、
男
子
で
山
田
悠
貴
く
ん
が
９
位
に
入
賞
し
た
。

【記録】
▼スーパーＧＳ・男子
15位 山田悠貴(1-4)
68位 井上創太(1-3)
71位 川久保皇佑(1-3)
82位 中山 翔(1-3)
▼ＧＳ・男子
27位 鈴木瑛太(2-4)
65位 井上創太(1-3)
75位 中山 翔(1-3)
76位 田村翔太郎(2-4)

12
月
29
日
。

三
日
目
。

こ
の
日
は

唯
一
伯
母
に

付
き
合
っ
て

も
ら
え
た
日

だ
っ
た
。
目

当
て
は
、
岡

山
方
面
を
走

る
国
鉄
型
車

両
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
阪
和

線
普
通
で
天

王
寺
駅
へ
、
天
王
寺
駅
12
番
の
り
ば
か
ら

大
阪
環
状
線
外
回
り
に
乗
車
。
大
阪
駅
か

ら
は
神
戸
線
こ
と
東
海
道
本
線
の
新
快
速

に
乗
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
少
し
時
間
が

あ
っ
た
た
め
、
持
っ
て
き
た
カ
メ
ラ
で
撮

り
鉄
を
し
た
。
大
阪
環
状
線
の
留
置
線
を

見
る
と
、
323
系
が
二
編
成
見
え
た
。
い
つ

も
は
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
や
は
り

同
型
車
両
が
複
数

停
車
し
て
い
る
姿

は
、
ど
こ
か
美
し

い
と
感
じ
る
。
す

る
と
迎
え
の
３
番

の
り
ば
にHO

T7
00
0

系
特
急
「
ス
ー
パ
ー

は
く
と
」
が
入
線

（
上
写
真
）
。
こ

れ
を
激
写
し
た
。
は
く
と
が
発
車
す
る
と
、

い
よ
い
よ
新
快
速
が
入
線
。
新
快
速
は
、

国
鉄
時
代
か
ら
運
行
さ
れ
、
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
支
え
て
き
た
。
列
車
の
最
高

速
度
は
、
130
km
に
達
し
、
京
都
か
ら
西
明

石
の
区
間
は
、
複
々
線
外
側
線
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
駆
け
抜
け
る
。
途
中
、
普
通
電
車
や

特
急
電
車
も
追
い
越
す
と
い
う
面
白
い
光

景
が
広
が
る
。
停
車
駅
も
少
な
く
新
幹
線

や
特
急
と
競
走
し
た
場
合
で
も
引
け
を
取

ら
な
い
速
達
性
を
誇
る
爆
速
快
速
で
あ
る
。

並
行
す
る
区
間
が
あ
る
阪
神
、
阪
急
、
京

阪
と
比
較
す
る
と
速
達
性
で
は
、
圧
倒
す

る
。
し
か
し
運
賃
は
私
鉄
の
方
が
安
い
。

今
回
充
当
さ
れ
た
車
両
は
、
223
系
2000
番
台

で
あ
っ
た
（
上
写
真
）
。

私
が
Ｊ
Ｒ
車
両
で
最
も
好

き
な
車
両
で
あ
る
。
最
近

は
、
更
新
車
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
未
更
新
車

が
無
く
な
る
の
も
時
間
の

問
題
か
も
し
れ
な
い
。

列
車
は
、
神
戸
駅
に
到

着
し
た
。
こ
こ
で
東
海
道
本
線
が
終
わ
り
、

山
陽
本
線
へ
と
切
り
替
わ
る
。
こ
の
先
の

明
石
方
面
で
は
、
複
々
線
の
構
造
が
変
わ

り
、
ま
た
面
白
い
光
景
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
新
快
速
な
ど
の
優
等
列
車
は
、
高
所
を

走
る
た
め
、
明
石
大
橋
な
ど
を
綺
麗
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
途
中
、
山
陽
電

車
と
並
行
す
る
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
明
石
を
出
る
と
、
複
々
線
か
ら
伏
線

へ
と
変
化
。
流
石
に
田
舎
に
来
た
と
い
っ

た
感
じ
だ
。
だ
が
、
新
快
速
の
高
速
運
転

は
健
在
で
あ
る
。
姫
路
に
近
づ
く
と
、
左

か
ら
新
幹
線
が
接
近
し
て
く
る
。

姫
路
に
到
着
し
た
。
こ
の
列
車
の
終
点

は
、
姫
路
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
乗
り
換

え
で
あ
る
。
列
車
は
、
８
番
の
り
ば
に
入

線
し
た
。

右
端
の
ホ
ー
ム
に
は
播
但
線
電
化
区
間

で
運
用
さ
れ
て
い
る
103
系
電
車
二
両
編
成

が
停
車
し
て
い
た
。
103
系
は
国
鉄
型
電
車

で
最
も
多
く
製
造
さ
れ
た
鉄
道
車
両
だ-

。

か
つ
て
は
本
州
全
土
で
活
躍
し
た
こ
の
車

両
も
今
と
な
っ
て
は
絶
滅
危
惧
車
両
の
一

つ
だ
。
前
回
、
大
阪
に
訪
れ
た
時
は
播
但

線
の
電
化
区
間
で
あ
る
寺
前
ま
で
、
こ
の

103
系
を
目
当
て
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

次
に
来
た
時
は
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
と

思
う
。

播
但
線
の
手
前
に
は
、
姫
新
線
の
車
両

が
停
車
し
て
い
た
。
122
系
か
127
系
か
は
覚

え
て
い
な
い
が
、
こ
の
車
両
は
223
系
系
列

と
同
じ
よ
う
な
外
見
の
気
動
車
で
あ
る
。

私
は
姫
新
線
に
は
、
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
。

だ
が
、
い
つ
か
は
乗
っ
て
み
た
い
路
線
の

一
つ
だ
。

坂
東
元
の

鉄
道
日
記

関
西
の
旅
（
３
）


